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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

岩岡小学校ＰＴＡ親子餅つき大会
  平成 27 年 12 月 5 日撮影

広 報



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意

に
い
た
り
、
本
町
の
農
業
関

係
者
の
皆
様
に
は
大
き
な
不

安
が
広
が
っ
た
平
成
27
年
で

し
た
。
農
家
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
特
に
基
幹
作

物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
、
株
出

し
の
萌
芽
不
良
や
日
照
不
足

に
よ
る
生
育
不
良
に
よ
り
収

量
低
下
と
な
り
、
水
稲
作
に

お
い
て
も
品
質
・
収
量
と
も

不
良
で
、
ま
た
、
大
雨
に
よ

る
農
地
災
害
な
ど
耐
え
が
た

い
試
練
を
強
い
ら
れ
た
1
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
営

農
環
境
の
な
か
に
お
き
ま
し

て
も
、
和
牛
の
仔
牛
競
り
市

場
で
の
価
格
が
高
値
で
推
移

し
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の

救
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ま
す
。

　
「
農
林
水
産
業
の
発
展
無

く
し
て
は
本
町
の
発
展
は
な

い
」
を
基
本
的
な
考
え
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
体
育
祭
や
農

林
漁
業
祭
、
駅
伝
競
走
大
会

な
ど
、
本
町
主
催
の
様
々
な

行
事
も
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
下
、
盛
況
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
観
光
を
含
め
た
交

流
人
口
の
増
大
、
商
店
街
の

活
性
化
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
と
お
し
て
中
種
子
を
全
国

に
発
信
す
べ
く
、
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

就
任
後
、
8
カ
月
が
す
ぎ

ま
し
た
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
、

瞬
く
間
の
8
カ
月
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
ご

厚
情
に
ふ
れ
、
毎
日
が
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も

今
の
中
種
子
を
、
そ
し
て
未

来
の
中
種
子
を
見
据
え
、
議

会
の
皆
様
方
や
、
町
民
の
皆

様
方
と
と
も
に
行
政
運
営
を

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
が
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
佳
き
一
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
致
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

新年のごあいさつ

夢と希望の町
　　　なかたね

新たな希望が持てるまち なかたね

町長　田渕川　寿広
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新年のごあいさつ

 迎 春
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
中
種
子

町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
町
政
に
対

す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
桜
島
や

口
永
良
部
島
の
新
岳
の
噴
火

な
ど
、
自
然
の
驚
異
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
1
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
景
気
回
復
に
向
け

た
経
済
対
策
が
何
か
と
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
先
行
き
は
不
透
明

で
あ
り
、
決
し
て
予
断
を
許

す
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
本
町
で
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
行
財
政
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
多
様
化
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
行

財
政
運
営
を
今
後
と
も
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
4
月
の
町
議
会
議
員

選
挙
で
改
選
さ
れ
ま
し
た
私

た
ち
14
人
は
、
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
決
意
も
新
た

に
町
民
福
祉
の
向
上
は
も
と

よ
り
、
町
民
目
線
に
よ
る
的

確
な
行
政
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
行
政
と

は
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割
と
責

任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

改
革
を
含
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
町
議
会
へ
の
信
頼
を

一
層
高
め
ら
れ
る
よ
う
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
の
1
年
が
、

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
く
、

実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

議長　鎌田　勇二郎
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2016 年は申
さる

年
町内に申年生まれの方は、628 人（平成 27 年 12 月 1 日現在）

広報なかたね 2016.1 月号　4



平成 16 年生まれ    67 人
平成    4 年生まれ    33 人
昭和 55 年生まれ    70 人
昭和 43 年生まれ    87 人

昭和 31 年生まれ 144 人
昭和 19 年生まれ 100 人
昭和    7 年生まれ 115 人
大正    9 年生まれ    12 人 
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　まちの話題　 2016 年は私たちが主役
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　まちの話題　

　

増
田
小
学
校
の
5
・
6
年
生

16
人
全
員
で
つ
く
る
「
増
田
ス

ピ
リ
ッ
ト
」
が
、
第
2
回
全
国

小
学
校
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
全
国
約
４
５
０
チ
ー
ム

の
頂
点
に
立
ち
、
金
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　

11
月
20
日
に
同
校
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
に
金
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
は
昨
年
の
第
1

回
大
会
で
、
現
在
の
４
年
生
が

優
秀
賞
（
全
国
ベ
ス
ト
10
）
を

獲
得
し
て
お
り
、
２
大
会
連
続

で
の
快
挙
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
体
操
の
講
師
に
よ
る
授

業
も
行
わ
れ
、
全
員
で
体
操
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
小

学
生
を
対
象
に
株
式
会
社
か
ん

ぽ
生
命
保
険
が
健
康
増
進
を
目

的
に
実
施
。
5
・
6
年
生
は
、

学
校
で
の
休
み
時
間
な
ど
を
利

用
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組

み
、
そ
の
姿
を
撮
影
し
応
募
し

ま
し
た
。

増田小学校 5・6 年生が金賞
第 2 回全国小学校ラジオ体操コンクール

　金賞を喜ぶ「増田スピリット」

　金メダルの授与

　金賞に輝いたラジオ体操を披露

　みんなで授業
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中種子町の給与・定員管理等　中種子町職員の給与などを公表します

1. 総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）住民基本台帳人口は平成 27 年 1 月 1 日現在

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支額 人件費（Ｂ）
人件費率

Ｂ／Ａ 25 年度参考

26 年度 8,502 人 6,454,762 千円 66,005 千円 1,186,611 千円 18.3% 19.3%

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）職員数は平成 27 年 3 月 31 日現在、職員手当に退職手当は含まない

区分
職員数
（Ａ）

給与費 1 人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

26 年度 125 人 478,455 千円 51,452 千円 186,046 千円 715,953 千円 5,727 千円

2. 職員の平均給与月額、初任給等の状況　平成 27 年 4 月 1 日現在

（1）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 （2）職員の初任給の状況

区分
一般行政職

区分 本町 国
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本町 43.5 歳 326,952 円 352,452 円 一般　行
政職

大卒 174,200 円 174,200 円

国 43.5 歳 334,283 円 408,996 円 高卒 142,100 円 142,100 円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一般行政職
大卒 197,000 円 211,100 円 277,800 円 308,700 円 347,500 円

高卒 － 185,400 円 247,000 円 282,900 円 326,300 円

3. 一般行政職の級別職員数等の状況　平成 27 年 4 月 1 日現在

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主査
技術主査

係長
主幹

技術主幹

課長
課長補佐

係長

課長
課長補佐

課長

職員数 10 人 6 人 11 人 40 人 18 人 19 人 1 人

構成比 9.5% 5.7% 10.5% 38.1% 17.1% 18.1% 1.0%

※本町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

※標準的な職務内容 : 各級に該当する代表的な職務

4. 職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成 27 年度支給割合）

区分

本町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職

6 月期 1.225 1.025 0.75 0.95 1.225 1.025 0.75 0.95

12 月期 1.375 1.175 0.75 0.95 1.375 1.175 0.75 0.95

計 2.6 2.2 1.5 1.9 2.6 2.2 1.5 1.9

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 10%

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 20%
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（2）退職手当 （3）特殊勤務手当　平成 27 年 4 月 1 日現在

支給率 本町 国
支給実績 923 千円

※ 26 年度決算勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20 年 20.4450 月分 27.4050 月分 20.4450 月分 27.4050 月分 支給職員 1 人あたり
平均支給年額

32,000 円
※ 26 年度決算25 年 29.1450 月分 34.5825 月分 29.1450 月分 34.5825 月分

35 年 41.3250 月分 49.5900 月分 41.3250 月分 49.5900 月分 職員全体に占める
手当支給職員の割合

20.7%
※ 26 年度最高限度額 49.5900 月分 49.5900 月分 49.5900 月分 49.5900 月分

手当の種類
（4）時間外勤務手当 保育所勤務手当　　　　　防疫手当

用地交渉手当　　　　　　税務手当
徴収手当　　　　　　　　地籍調査手当
業務手当 ( 水道企業 )

支給実績（26 年度決算） 10,298 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (26 年度決算 ) 74 千円

支給実績（25 年度決算） 10,796 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (25 年度決算 ) 77 千円

（5）その他の手当　平成 27 年 4 月 1 日現在

扶
養
手
当

扶養親族である配偶者 13,000 円

住
居
手
当

貸家
　・　

貸間

月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員

配偶者以外の扶養親族 6,500 円 ～ 12,000 円 0 円

扶養親族でない配偶者を有する場
合の扶養親族のうち 1 人 6,500 円 12,001 ～ 23,000 円 （家賃 -12,000）円

配偶者のない扶養親族のうち 1 人 11,000 円 23,001 ～ 55,000 円 ｛（家賃 -23,000）× 1/2｝
+11,000 円

その他の扶養親族（1 人つき） 5,000 円 55,000 円～ 27,000 円

扶養親族のうち 15 ～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円 持家 持家の居住者で世

帯主の職員 0 円

通勤手当 片道 2㎞（往復 4㎞）以上の職員。1㎞ごとに 500 円、最高限度額 25,000 円

5. 特別職の報酬等の状況　平成 27 年 4 月 1 日現在 6. 職員数の状況　部門別職員数の状況

区分 給料月額等 期末手当
部門 区分

職員数（人）

給
料

町　長 761,000 円

（支給割合）
6 月期 1.45 月分
12 月期 1.5 月分
計 2.95 月分

26 年度 27 年度 増減

副町長 600,000 円

普

通

会

計

一

般

行

政

議 会 2 2 0

教育長 567,000 円 総 務 29 29 0

報
酬

議　長 304,000 円 税 務 11 10 △ 1

副議長 251,000 円 保 育 所 12 11 △ 1
議　員 228,000 円 そ の 他 民 生 11 11 0

衛 生 9 9 0

農 林 水 産 24 24 0

商 工 1 1 0

土 木 12 12 0

小 計 111 109 △ 2

教 育 16 16 0
小 計 127 125 △ 2

公
営
企
業
等
会
計

国 民 健 康 保 険 3 3 0

老 人 保 健 0 0 0

簡 易 水 道 1 1 0

介 護 保 険 2 2 0

上 水 道 5 5 0

後 期 高 齢 2 2 0

小 計 13 13 0

総 合 計 140 138 △ 2

町職員の人事異動（平成 27 年度 12 月 1 日付）

一般職

久保田　和希 農林水産課主事補（福祉環境課主事補）

新規採用

森山　愁斗 福祉環境課主事補

※（　）は異動前

森山愁斗さん
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まちの話題　　まちの話題　

力と技の応酬　第 49 回種子島相撲大会
　

第
49
回
種
子
島
相
撲
大
会

が
、
11
日
29
日
に
中
種
子
町

営
相
撲
場
で
あ
り
、
中
種
子

町
が
団
体
戦
の
小
学
生
の
部

で
8
年
ぶ
り
に
優
勝
、
一
般

の
部
で
は
大
会
8
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
と
一
般
の

部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
市
町
の
代
表

力
士
と
あ
っ
て
、
一
瞬
の
立

ち
会
い
で
相
手
を
一
気
に
土

俵
の
外
に
押
し
出
し
た
り
、

組
み
合
っ
た
状
態
か
ら
巧
み

な
技
で
相
手
を
倒
す
な
ど
、

好
取
組
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
応
援
に
か
け
つ
け

た
観
客
か
ら
も
「
押
せ
、
慌

て
る
な
、
ま
わ
し
を
取
れ
」

な
ど
と
選
手
を
後
押
し
す
る

力
の
入
っ
た
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
戦
大
将
の
永

濵
優
選
手
は
15
回
の
出
場
を

果
た
し
、
賞
状
と
記
念
の
楯

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
団
体
戦

小
学
生
の
部　

優　

勝

中
学
生
の
部　

第
２
位

一
般
の
部　
　

優　

勝

■
個
人
戦

小
学
４
年
生
の
部

優　

勝　

藤　

世
史
瑠

第
3
位　

野
平　

波
音

小
学
5
年
生
の
部

第
３
位　

鳥
居　

哲
汰

小
学
6
年
生
の
部

優　

勝　

山
元　

祐
磨

中
学
１
年
生
の
部

第
３
位　

朝
倉　

由
翔

中
学
2
年
生
の
部

第
2
位　

浦
門　

祐
成

第
３
位　

中
川　

知
哉

中
学
3
年
生
の
部

第
2
位　

鎌
田　

颯
馬

第
３
位　

日
髙　

大
河

一
般
の
部

第
2
位　

八
汐　

寿　

第
３
位　

利
川
英
樹

珍プレー好プレーで会場沸かす　平成 27 年度壮年バレーボール大会

　

平
成
27
年
度
壮
年
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
11

月
15
日
に
種
子
島
中
央
体

育
館
で
あ
り
、
各
校
区
か

ら
40
歳
以
上
の
選
手
で
構

成
す
る
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
3
ラ
ン
ク
に

分
け
予
選
と
決
勝
戦
で
対

戦
。
Ａ
ラ
ン
ク
は
２
年
ぶ

り
に
星
原
チ
ー
ム
、
Ｂ
ラ

ン
ク
は
接
戦
を
制
し
た
納

官
チ
ー
ム
、
Ｃ
ラ
ン
ク
は

熱
戦
の
末
に
南
界
Ｂ
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　A ランク優勝：星原チーム　B ランク優勝：納官チーム

　C ランク優勝：南界 B チーム

   15 回出場の永濵さん
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　まちの話題　

　

県
立
中
種
子
養
護
学
校
の
創

立
40
周
年
を
記
念
し
た
学
習
発

表
会
と
記
念
式
典
が
11
月
21
日

に
同
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
小
学
部
か
ら

高
等
部
ま
で
の
児
童
・
生
徒
が

練
習
の
成
果
を
元
気
に
発
表
し

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
多
数
の
来
賓

や
地
域
の
方
々
、
学
校
関
係
者
、

卒
業
生
が
出
席
の
も
と
盛
大
に

挙
行
さ
れ
、
み
ん
な
で
創
立
40
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

創立 40周年記念学習発表会
鹿児島県立中種子養護学校

　学習発表会の様子

校舎を実測し縮図を作ろう
野間小学校で算数体験学習

　

野
間
小
学
校
の
縮
図
作
り
の

授
業
が
、
11
月
25
日
に
小
学
6

年
生
を
対
象
に
あ
り
、
校
舎
の

縮
図
（
２
０
０
分
の
１
）
を
作

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
建
築
士
会
熊
毛
支

部
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で

行
わ
れ
、
今
回
で
6
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
校
舎
の
長
さ
を
メ

ジ
ャ
ー
で
実
測
。
そ
の
後
教
室

に
戻
り
、
実
測
し
た
長
さ
か
ら

比
の
計
算
を
使
い
縮
図
を
作
り

ま
し
た
。

　校舎の計測

松
原
孝
三
郎
氏
が

　
　
副
町
長
に
再
任
（
2
期
目
）

　

平
成
27
年
11
月
30
日
、
第
5
回
中
種
子
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
松
原
孝
三
郎
氏

を
副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
こ
の
４

年
間
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
た
び
、
不
肖
私
は
11
月

30
日
の
議
会
で
同
意
を
得
て
引
き
続

き
副
町
長
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
の
町
と
し
て
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
を
基
軸
に
、

田
渕
川
町
長
の
も
と
、「
人
の
和
と
豊

か
な
実
り
に
新
た
な
希
望
が
持
て
る

ま
ち　

な
か
た
ね
」
を
め
ざ
し
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
政
発

展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
が
ん
ば
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
と
ぞ
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

松ま
つ
ば
ら原　

孝こ
う
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
64
歳
・
中
山
）

昭
和
45
年
1
月　

役
場
入
庁

平
成
23
年
 3
月　

定
年
退
職
（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
23
年
12
月　

副
町
長
就
任
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まちの話題　　まちの話題　

円満で明るい家庭を
「家庭の日」の募集作品で入賞

　

鹿
児
島
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
が
主
催
す
る
平
成
27
年
度

「
家
庭
の
日
」
標
語
の
部
で
、
野

間
小
学
校
５
年
生
の
石
堂
り
ん

ご
さ
ん
が
入
賞
し
、
11
月
16
日

に
伝
達
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
募
集
に
は
県
内
か
ら
標

語
の
部
に
約
１
万
５
０
０
０
点

の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
52
点
が

入
賞
し
ま
し
た
。

標
語
の
部
　
努
力
賞

　
「
お
母
さ
ん

　
　
ゆ
っ
く
り
休
ん
で

　
　
　
　
　
あ
と
や
る
よ
」

　表彰を受ける石堂りんごさん

　

平
成
27
年
度
安
納
い
も
品
評

会
が
、
11
月
18
日
に
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
商
品
部
門
で
町

園
芸
振
興
会
の
さ
つ
ま
い
も
部

会
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

島
内
で
大
事
に
育
て
ら
れ
た

安
納
い
も
（
安
納
紅
や
安
納
こ

が
ね
）
2
品
種
39
点
が
出
品
さ

れ
、
審
査
員
が
形
や
大
き
さ
、

肉
色
な
ど
５
項
目
を
一
品
一
品

審
査
し
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
後
に
は
、
育
苗
講

習
会
が
あ
り
、
生
産
者
は
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

町園芸振興会さつまいも部会が金賞
安納いも品評会

　

横
山
政
義
さ
ん
（
満
足
山
）
が
、

鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
と
し

て
、
11
月
5
日
に
鹿
児
島
県
庁

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
さ
ん
は
、
平
成
2
年
4

月
か
ら
16
年
間
に
わ
た
り
、
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
や
同

委
員
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
、
本
町
の
文
化
財
保
護
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
少
年
団
指
導

者
や
体
験
教
室
の
講
師
と
し
て

後
継
者
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

文化財功労者に横山政義さん
鹿児島県文化財功労者表彰

　町長へ報告に訪れた横山さん（中央）

　審査会の様子

　

德
永
栄
人
さ
ん
（
牧
川
）
が

農
林
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
整

備
に
尽
力
さ
れ
、
農
林
水
産
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
11
月
27
日

に
田
渕
川
町
長
か
ら
伝
達
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。

　

德
永
さ
ん
は
、
5
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
る
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
3
回
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
2

回
、
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
。

　

田
渕
川
町
長
は
、
今
後
も
、

各
種
調
査
へ
協
力
頂
く
よ
う
、

お
願
い
し
ま
し
た
。

統計調査に尽力
德永栄人さん農林水産大臣から表彰

　各課からのお知らせ



まちの話題　

13　広報なかたね 2016.1 月号
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中
種
子
中
学
校
の
生
徒
が
、
税

に
関
す
る
書
道
・
作
文
の
部
門
で

入
賞
し
ま
し
た
。

種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

■
作
文
の
部

　

姫
野
ナ
ル
（
中
3
）

　

題
名
「
あ
り
が
と
う
税
金
」

■
書
道
の
部

　

松
下
皓
祐
（
中
2
）

　

居
川
清
香
（
中
3
）

種
子
島
税
務
署
長
賞　

■
書
道
の
部

　

寺
田
歩
弥
（
中
3
）

中種子中学校の生徒が入賞　税に関する書道・作文部門

寺田歩弥さん 居川清香さん 松下皓祐さん

県営住宅空き家待ち順位登録者を募集
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設課用地管理係㉒ 1136 内線 307

■物件（県営住宅）
　●伏之前団地（中種子町）
　●コスモタウン南種子団地（南種子町）
　●古園団地（西之表市）
　●深渡瀬団地（西之表市）
■申込書の配布・受付
　平成 28 年２月 1 日～ 2 月 22 日
　午前９時～午後５時　※土日祝祭日を除く

■抽選日
　平成 28 年 3 月 3 日　午後 1 時 30 分
　熊毛支庁第２会議室
■申込書配布・お問い合わせ先　
　熊毛支庁建設課用地管理係
　㉒ 1136 内線 307

健康診断を受診されていない方へ
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

　下記の病院で個別健診を受診しませんか。
　受診を希望される方には受診券を発行しますの
で、町民保健課国保年金係まで連絡ください。
　受診料は無料です。
■対象者
　40 歳から 70 歳の国民健康保険加入者で集団
健診、人間ドックを受診していない方
■医療機関
　公立種子島病院、高岡医院、中種子クリニック、
　田上病院、松崎医院、井元医院、中目医院
■健診内容
　問診、身体測定、検尿、血圧、採血、腹囲測定
　（医師が必要とした場合：貧血検査、心電図検査、 
　眼底検査）

　各課からのお知らせ
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

人材確保のお願い
◎お問い合わせ先　鹿児島公共職業安定所熊毛出張所職業相談部門㉒ 1318

　ハローワーク熊毛管内の雇用情勢は、穏やかに
改善しています。
　このような状況の中、正社員として働くことを
希望しながら正社員として就職ができない人、や
むなく非正規雇用で働いている人、自らの希望で
柔軟な働き方として非正規雇用を選択された人な
ど、様々な雇用の現状があります。
　事業主の皆様には、雇用の継続や人材の確保の
ため、非正規雇用に頼るのではなく、非正規雇用
労働者の正社員転換、待遇改善、正社員雇用を行っ
ていただくことをお願いします。
　ハローワーク熊毛では、正社員転換や待遇改善

の取組を、事業主の皆様にご理解を賜るための「正
社員転換・待遇改善キャンペーン」を展開してい
ます。
　また、正社員への転換、人材育成、待遇改善等
の取組をお手伝いするための、キャリアアップ助
成金やトライアル雇用奨励金などの助成制度の利
用促進を図ってまいりますので、事業主の皆様に
は、積極的な取組みと活用につきましてお願いし
ます。
　詳細は、ハローワーク熊毛の職業紹介部門まで
お問い合わせください。㉒ 1318

20 歳になったら国民年金
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

　国民年金は、年をとったときや、いざというと
きの生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険
料を納め続けることで、年をとったときや、病気
やけがで障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、年金を受け取ることができる制度
です。

国民年金のポイント
●将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していま
すし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
●老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほ
か障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、そ
の加入者により生計を維持されていた遺族（「子
のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
●学生納付特例制度
　学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の
所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学

（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限 1 年以上であ
る課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する
方です。
●若年者納付猶予制度
　学生でない 30 歳未満の方で、本人及び配偶者
の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
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　各課からのお知らせ

農地の貸し借りには農地中間管理事業を活用しましょう！
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農村振興係㉗ 1111 内線 283 ／中種子町農業委員会㉗ 1111 内線 227
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

平成 28 年度「中央保育所」「野間幼稚園」「チャイルドハウス」の入所手続きについて
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

　子ども・子育て支援新制度に伴い、子どもの保育の必要性を町が審査（申請書の内容や面接等）した後に、
入所を決定します。入所希望者が多い場合、保育の必要度の高い順に入所を決定するため、希望した事
業所に入所できない場合があります。
■申込受付期間（幼稚園、保育所共通）
　平成 28 年 1 月 7 日（木）～ 29 日（金）
　※期限を過ぎると 4 月からの入所ができない場合もあります。
　※年度途中の急な申し込みにお応えすることが非常に難しくなってきています。
　　平成 28 年度途中入所をお考えの方もこの期限内に申し込み手続きをして下さい。
■申請書
　在園児は各事業所、新規の方は役場福祉環境課で配付

野間幼稚園（1 号認定）
■対象年齢
　満 3 歳～就学前
■教育時間
　午前 9 時 30 分～午後 2 時 30 分
※午前 8 時 40 分から受入可
※やむを得ない事情がある場合は、午後 5 時 30
　分まで一時預かり保育や延長保育
■提出書類
　新規：施設型給付費・地域型保育給付費等支給
　　　　認定申請書、入所申込書、誓約書、納税
　　　　確認同意書
　継続：施設型給付費・地域型保育給付費等現況
　　　　届、誓約書、納税確認同意書
■提出場所
　野間幼稚園

※ 1 号認定は兄弟同時入所者が優先される場合
　があります。

中央保育所、野間幼稚園（2 号、3 号認定 )
チャイルドハウス（3 号認定）
■対象年齢　
●中央保育所
　首が据わった 0 歳 4 か月～就学前
●野間幼稚園
　満 1 歳～就学前
●チャイルドハウス
　首が据わった 0 歳 7 か月～
■保育時間
●中央保育所
　午前 7 時 20 分～午後 5 時 40 分
●野間幼稚園・チャイルドハウス
　午前 7 時 20 分～午後 5 時 50 分
■提出書類　
　新規：施設型給付費・地域型保育給付費等支給
　　　　認定申請書と入所申込書、誓約書、納税
　　　　確認同意書、その他必要書類
　継続：施設型給付費・地域型保育給付費等現況届、
　　　　就労証明書、入所申込書、誓約書、納税確
　　　　認同意書
■提出場所　役場福祉環境課福祉係

■募集人数
中央保育所 野間幼稚園 チャイルドハウス

0 歳児～ 5 歳児
募集受付後に調整

5 歳児　10 人程度
4 歳児　要相談
3 歳児　10 人程度
2 歳児　募集なし
1 歳児　若干名

0 歳児　6 人
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　各課からのお知らせ

町奨学生を募集します
◎お問い合わせ先　教育委員会教育総務課管理係㉗ 1111 内線 256

　教育委員会では平成 28 年度の中種子町奨学生
を募集します。
　ご希望の方は、次の要領でお申し込みください。
■貸与額（月額）　
　大学生・専門学校生　30,000 円
　高校生　　　　　　　15,000 円
　高校生（自宅通学）　  12,000 円
■申込締切
　平成 28 年 3 月 31 日（木）
■奨学金の返還
　卒業後、1 年経過後の 4 月から貸与を受けた　
年数と同期間での返還（月賦・年賦など）にな　
ります。
■その他
　連帯保証人は町内在住の方に限ります。

■申し込みに必要なもの

書 類 名 新規 継続

願書（※ 1） ○ ○

大学または高校合格通知の写し ○

在学証明書（新年度のもの） ○

成績証明書 ○ ○

健康診断書（※ 1） ○ ○

納税確認同意書（※ 1）（※ 2） ○ ○

印鑑証明書（※ 2） ○

所得額証明書（世帯分）（※ 2） ○ ○

※ 1　教育委員会にあります。
　　　健康診断書は病院発行の様式でも可。
※ 2　保護者と連帯保証人の両方が必要。

■２号・３号認定に係る入所基準と添付書類
　保護者が次のいずれかに該当する場合で、同居する親族等が児童を保育できないこと。

入　所　基　準 添　付　書　類
１ 就労 １月 56 時間以上の仕事をしている。 就労証明書等
２ 妊娠・出産 妊娠中であるか出産後間もないこと。 母子手帳の写し

３ 疾病・障がい
保護者が疾病や負傷、精神または身体
に障がいを有している。

医師の診断書、障害者手帳の写し

４ 介護・看護
同居の親族を常時介護または看護して
いる。

介護保険被保険者証、障害者手帳の写し、
診断書等

５ 災害復旧
震災・風水害・火災などの災害復旧に
あたっている。

罹災証明書等、災害復旧に従事しているこ
とが分かるもの

６ 求職活動
求職活動を継続的にしている。

（起業準備を含む）
雇用保険受給者証、ハローワークカードの
写し等

７ 就学
学校教育法に規定する学校等や職業訓
練校等に在学している。

在学証明書

８ その他
その他、特別に保育が必要な理由など
がある方。

保育が必要な理由書

■広域入所
　中種子町に住所がある児童で、両親の事情（里帰り出産や、仕事など）により町外の保育所や認定こ
ども園などに入所できる制度があります。詳細についてはお問い合わせ下さい。
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スポーツ大会の結果　　生涯学習だより　

種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
競
技
別
交
歓
大
会
（
11
月
22
日
）

　
掲
載
は
、
団
体
戦
・
個
人
戦
１
位
の
み
。

■
剣
道
競
技

団
体
戦

　

優
勝　

野
間
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個
人
戦
（
優
勝
）

●
3
年
生
以
下
男
子

　

牛
原　

幸
英
（
納
官
）

●
４
年
生
男
子

　

遠
藤　

心
翔
（
納
官
）

●
４
年
生
女
子

　

森
沢　

果
南
（
納
官
）

●
５
・
6
年
生
女
子

　

黒
木　

萌
衣
（
南
界
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
女
子
の
部

　

優
勝　

野
間
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

●
混
成
の
部

　

優
勝　

油
久
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

県
中
学
校
新
人
体
重
別

　
柔
道
大
会
（
11
月
3
日
）

■
男
子
55
㎏
級

●
優
勝　

中
村　

康
誠

　
（
中
種
子
中
学
校
2
年
）

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

■
柔
道
競
技
（
10
月
22
・
23
日
）

女
子
団
体
戦

　

第
4
位　

種
子
島
中
央
高
校

個
人
戦

■
男
子
81
㎏
級

●
第
３
位　

林　

孝
太
郎

　
（
種
子
島
中
央
高
校
2
年
）

■
男
子
90
㎏
級

●
第
３
位　

藤
﨑　

晃
介

　
（
種
子
島
中
央
高
校
2
年
）

■
男
子
１
０
０
㎏
級

●
第
３
位　

岩
屋　

海
斗

　
（
種
子
島
中
央
高
校
2
年
）

■
女
子
48
㎏
級

●
第
3
位　

久
保
田　

ひ
な
の

　
（
種
子
島
中
央
高
校
2
年
）

■
女
子
63
㎏
級

●
第
3
位　

山
本　

好
乃
美

　
（
種
子
島
中
央
高
校
2
年
）

■
女
子
70
㎏
級

●
第
3
位　

日
髙　

奈
生
子

　
（
種
子
島
中
央
高
校
1
年
）

　

　中村

　左から岩屋、藤﨑、林　左から浜崎、日髙、山本、久保田

　油久バレースポーツ少年団 　野間バレースポーツ少年団

　野間剣道ポーツ少年団
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　生涯学習だより　

資
料
館
だ
よ
り
（
４
４
０
号
）

特
別
編

「
種
子
島
阿あ

だ
け
が
わ

嶽
川
の

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林り
ん（

3
）」

　

阿
嶽
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

で
は
、
多
く
の
稀
少
生
物
と
身

近
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
水
が
引
い
た
砂

地
に
は
無
数
の
小
さ
い
穴
が
あ

り
、
１
～
２
分
程
、
静
か
に
待

つ
と
、
中
か
ら
カ
ニ
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
数
は
数
十
匹
と
は

言
わ
な
い
数
で
、
こ
ち
ら
の
気

配
を
察
知
す
る
と
元
の
穴
へ
と

入
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
メ

ヒ
ル
ギ
の
根
本
に
は
、
泥
と
木

の
葉
で
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て

い
る
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
が
行
っ
た
生
態
調
査
で
、

魚
類
で
は
ミ
ナ
ミ
ト
ビ
ハ
ゼ
、

ア
ゴ
ハ
ゼ
、
ク
サ
フ
グ
、
ヨ
ウ

ジ
ウ
オ
、
セ
イ
ゴ
な
ど
、
甲
殻

類
で
は
ス
ナ
ガ
ニ
、
モ
ズ
ク
ガ

ニ
、
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ
、
ア
ナ

ジ
ャ
コ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
、

ま
た
、
こ
れ
ら
を
餌
と
す
る
鳥

類
、
ト
ン
ビ
や
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
の
猛
禽
類
と
ア
オ
サ
ギ
、
ダ

イ
サ
ギ
、
ま
た
、
メ
ジ
ロ
や
ホ

ウ
ジ
ロ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
写
真
付
き
で
紹
介
し
た
掲

示
板
が
熊
野
海
水
浴
場
の
キ
ャ

ン
プ
場
入
口
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
場
所
で
は
あ
り
ま

す
が
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ

や
、
繁
殖
力
の
強
い
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
発
生
、
そ
し

て
、
海
岸
か
ら
の
砂
の
飛
来
に

よ
る
下
流
域
の
群
落
の
縮
小
な

ど
の
被
害
等
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

人
為
的
な
環
境
汚
染
で
稀
少

生
物
が
姿
を
消
し
て
い
た
と
い

う
例
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
阿
嶽
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
内
の
貴
重
な
動
植
物
を
保
護

し
、
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、

保
護
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

中
種
子
町
生
涯
学
習
町
民
フ
ェ

ア
「
第
41
回
町
民
文
化
祭
」
が
種

子
島
こ
り
ー
な
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
３
日
間
で
延
べ
約
４
５
０
人

が
来
場
し
、「
芸
術
と
文
化
の
祭

典
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
は
、
11
月
21
日
か
ら

3
日
間
、
館
内
に
は
い
け
ば
な
や

押
し
花
、
習
字
、
絵
画
、
写
真
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
文
化
協
会
会
員
や

福
寿
大
学
生
の
心
の
こ
も
っ
た
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

公
募
し
た
ふ
る
さ
と
風
景
画
な
ど

の
力
作
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
11
月
22
日
に
若

葉
会
に
よ
る
大
正
琴
の
音
色
で

幕
開
け
。
そ
の
後
も
文
化
協
会
所

属
の
各
団
体
が
舞
踊
や
ダ
ン
ス
な

ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

芸術と文化の祭典
第 41 回中種子町民文化祭
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所

長
の
藤
田
で
す
。

　

昨
年
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
3

機
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
1
機
の

計
4
機
の
打
上
げ
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｈ

‐
Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
は
28
機
連

続
打
上
げ
成
功
を
果
た
し
、
そ

の
成
功
率
は
97
％
と
、
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
信
頼
性
を
誇
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
8
月
の
「
こ
う
の
と
り
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
海
外
で
の
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
補

給
船
の
失
敗
が
続
く
中
、
２
年
ぶ

り
と
な
る
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
５
号
機
の
打

上
げ
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
結

合
ま
で
を
日
本
の
技
術
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
見
事
に
成
功
さ
せ
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

が
改
良
開
発
し
た
第
２
段
ロ
ケ
ッ

ト
を
適
用
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
29
号
機
に
よ
る
カ
ナ
ダ
・
テ
レ

サ
ッ
ト
社
の
「
Ｔ
ｅ
ｌ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ

１
２
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
の
打
上

げ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
日
本
で

初
め
て
の
商
業
静
止
衛
星
打
上
げ

と
な
り
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
技
術

の
高
さ
が
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
年
も
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

に
よ
る
Ｘ
線
天
文
衛
星
「
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｏ-
Ｈ
」
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ-
Ｈ
は
世
界
最
高

性
能
の
Ｘ
線
観
測
装
置
を
搭
載
し

ま
す
。
銀
河
の
仕
組
み
な
ど
天
文

の
分
野
に
多
く
の
新
し
い
発
見
・

知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
世
界
中

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の

主
力
ロ
ケ
ッ
ト
と
な
る
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る

中
、
今
後
も
一
つ
一
つ
着
実
に
成

功
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
里
の
近
く
で
聞
こ
ゆ
る
ほ
と
と
ぎ
す
ト
ッ
ピ
ー
と

れ
た
か
幾
度
も
尋
ぬ　
　
　

上
　
方
　
鎌
田
と
く
子

海
沿
い
の
丘
に
眠
り
い
る
広
田
遺
跡
の
貝
製
品
は
何

を
語
る
や　
　
　
　
　
　

　
上
　
方
　
古
市
　
克
人

権
現
の
山
裾
飛
び
交
う
白
鷺
や
緑
に
映
え
て
優
雅
競

え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山
　
仲
座
　
健
次

ま
た
ひ
と
り
訃
報
の
届
く
夕
暮
れ
に
古
里
遠
き
空
を

拝お
ろ
がむ　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
　
洲
　
中
村
　
寿
子

五
十
円
の
苗
木
の
銀
杏
が
五
十
年
靑
空
被
ひ
紅
葉
す

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
　
島
　
鎌
田
　
ス
エ

夕
時
雨
ま
ば
ら
の
雨
が
コ
ー
ン
コ
ー
ン
と
冬
を
知
ら

せ
て
庭
を
過
ぎ
ゆ
く　
　
　

旭
　
町
　
村
尾
　
祥
子

弟
の
カ
ラ
イ
モ
カ
ラ
イ
モ
の
口
癖
に
京
都
に
五
十
キ

ロ
今
年
も
送
る　
　
　
　
　

上
　
方
　
梶
原
　
温
惠

凪
ぐ
海
に
大
船
小
船
走
り
行
き
夕
日
沈
め
ば
家
路
を

急
ぐ　
　
　
　

　
　
　
　
　
満
足
山
　
鮫
島
ヨ
シ
ヱ

空
目
が
け
緑
葉
広
ぐ
る
極
太
の
オ
ー
ギ
栄
え
て
主

あ
る
じ

喜

ば
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
　
町
　
八
汐
　
眞
弓

街
路
樹
の
葉
音
賑
わ
い
鵯
の
群
れ
て
飛
び
立
つ
秋
風

受
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

千
　
葉
　
春
田
ハ
ツ
ミ

武
力
行
使
を
せ
ざ
る
と
誓
ひ
し
靑
天
に
饒
舌
の
雲
懸

か
る
疎
ま
し
さ　
　
　
　
　

原
　
尾
　
都
　
樹
実
生

足
腰
の
痛
み
は
齢
の
せ
い
と
言
へ
ば
少
し
の
痛
み
は

我
慢
し
て
歩
く　
　
　
　
　

牧
　
川
　
松
下
み
つ
え

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

　宇宙センター所長の藤田さん
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「新年のごあいさつ」　院長：永嶋智成　　　　   　　　　　　公立種子島病院(㉖ 1230

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
医
療
は
「
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確

立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
措

置
と
し
て
、
都
道
府
県
に
よ
る

①
地
域
の
将
来
の
医
療
提
供
体

制
に
関
す
る
構
想
の
策
定
、
②

医
療
従
事
者
の
確
保
・
勤
務
環

境
の
改
善
、
③
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
の
設
置
等
の
「
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。

　

公
立
病
院
を
取
り
巻
く
環
境

は
医
療
制
度
改
革
に
密
接
な
関

係
で
十
分
な
連
携
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
自
治
体
病

院
（
公
立
病
院
）
は
、
公
・
民

の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
地

域
に
お
け
る
必
要
な
医
療
提
供

体
制
の
確
保
を
図
り
、
そ
の
中

で
公
立
病
院
が
安
定
し
た
経
営

の
下
、
山
間
へ
き
地
・
離
島
な

ど
民
間
医
療
機
関
の
立
地
が
困

難
な
過
疎
地
に
お
け
る
一
般
医

療
の
提
供
、
救
急
・
小
児
・
周

産
期
・
災
害
・
精
神
な
ど
の
不

採
算
・
特
殊
医
療
や
民
間
で
は

限
界
の
あ
る
高
度
・
先
進
医
療

等
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を

継
続
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
が
、

出
来
る
よ
う
す
る
こ
と
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
は
『
二

次
医
療
圏
に
お
け
る
病
床
の
機

能
区
分
毎
に
将
来
の
病
床
数
の

必
要
量
を
示
し
た
地
域
医
療
構

想
を
策
定
し
て
、
地
域
の
医
療

提
供
体
制
の
目
指
す
べ
き
姿
を

明
示
し
て
い
く
』
と
さ
れ
、
熊

毛
医
療
圏
（
種
子
島
・
屋
久
島
）

に
お
い
て
も
、
地
域
の
実
情
を

十
分
検
討
し
、
26
年
度
か
ら
各

医
療
機
関
に
義
務
付
け
ら
れ
た

病
床
機
能
報
告
か
ら
医
療
機
能

区
分
に
合
わ
せ
た
病
床
数
の
必

要
量
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
通
算

17
年
間
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ

た
野
口
先
生
が
退
職
さ
れ
、
10

月
1
日
よ
り
私
が
五
代
目
の
院

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
種
子
島
南
部

医
療
圏
で
非
常
に
厳
し
い
環
境

の
中
で
の
病
院
経
営
を
担
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
診
療
体
制
は
、
常
勤

医
師
4
人
で
午
前
中
の
外
来
診

療
と
午
後
の
学
校
職
場
の
健
診
、

予
防
接
種
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
の
福
祉
関
係
施
設
へ
の

訪
問
診
療
、
入
院
患
者
の
病
棟

管
理
等
で
地
域
住
民
の
期
待
に

十
二
分
に
添
え
る
よ
う
な
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
勤
医
師

が
安
定
的
に
医
療
を
提
供
で
き

る
体
制
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
平
成
28
年
も
引
き
続
き
、

自
治
体
病
院
と
し
て
中
種
子
町
・

南
種
子
町
の
地
域
住
民
に
安
定

的
に
継
続
し
て
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
職
員
一
同
一
体
と
な

っ
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「かごしまの “食 ”活動表彰」
　

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
種
子

島
支
部
（
永
浜
三
津
子
支
部
長
）
が
、
食

育
や
地
産
地
消
推
進
で
活
躍
す
る
団
体
を

対
象
と
し
た
「
か
ご
し
ま
の
食
活
動
」
で

11
月
25
日
に
鹿
児
島
県
庁
で
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
で
心
豊
か
な

生
活
を
築
く
た
め
に
「
私
達
の
健
康
は
私

た
ち
の
手
で
」
を
合
い
言
葉
に
日
夜
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
度
は
種
子
島

の
郷
土
料
理
集
「
う
ん
ま
か
え
」
パ
ー
ト

3
を
作
成
し
、
料
理
教
室
な
ど
で
活
用
し

て
い
ま
す
。
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます（敬称略）。
森　サダ子（広ケ野）　柳川ヱイ子（梶　潟）
岩﨑　榮治（二十番）　山本　二男（坂　元）
柳田惣一郎（竹屋野）　下村フミ子（西之町）
村田　亘代（広ケ野）　徳永　守 （上之城）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,387 人 (   +1) 出生 5 人

男　性 3,966 人 (   +1) 死亡 9 人

女　性 4,421 人 (  ± 0) 転入 18 人

世帯数 4,356 戸 (     -1) 転出 13 人

※（　）は前月との比較（11 月末現在）。

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　11 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 35 件 うち急病 21 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発 生 件 数 11 件 ( -16) 41 件 ( -29)

死 者 数 1 件 (  +1) 1 件 (  - 1)

負 傷 者 数 11 件 ( -25) 42 件 ( -41)

※平成 27 年 11 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 27 年 11 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

11/19　
浦元　信一郎 伏之前

久木原　由佳 古　房

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

11/5 古市　晴
は る と

人 幸聖・亜紀 本　村

11/12 折戸　滉
あきら

　 吉成・理華子 横　町

11/12 村尾　悠
ゆ う と

友　 俊行・めぐみ 旭　町

女の子 名前 両親 集落

11/9 上妻　奈
な つ

津 敏輝・育子 池之平

11/17 中﨑　叶
か の あ

愛 幸男・真美 上　方

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

11/3 岩﨑　サキ 二十番 81 歳

11/8 山本　則雄 坂　元 82 歳

11/9 柳田　タヅ 竹屋野 94 歳

11/16 奥野　ツヱ 伏之前 82 歳

11/17 下村　満州雄 西之町 82 歳

11/20 向井　シノ 本　村 89 歳

11/22 德永　スヱ 上之城 93 歳

11/23 村田　島茂 広ケ野 89 歳

11/27 小笠原カズエ 伏之前 81 歳

｛

熊毛地区消防組合ホームページ開設のお知らせ
　熊毛地区消防組合では、情報提供を目的として、ホームページを開設します。
　ホームページでは、災害の発生状況や防火防災に役立つ情報の提供、応急手当ＷＥＢ講習などの案
内を行います。
開設日時：平成 27 年 12 月 14 日　午前 9 時　　ホームページアドレス：http://kumage-119.jp
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「なかたねお知らせ版」　1月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

7（木） ぽかぽか教室 13:00~

8（金） 母子手帳交付 13:00~

21（木） 乳幼児健診

22（金） 母子手帳交付 13:00~

27（水）
マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院
栄養 18:00~ 保健センター

30（土） おやこ食育教室 9:00~　対象：野間小学校

乳幼児健診　1 月 21 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 カ 月 児 9:00~9:15 H27. 5.19　～　H27. 7.20 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H27. 1.22　～　H27. 2.18

3 歳 児 12:45~13:00 H24.10.15　～　H25. 1.20

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

四種混合 1 月 4 日～ 1 月 9 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

水 痘 1 月 12 日～ 1 月 16 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

二種混合 1 月 18 日～ 1 月 23 日 H15.4.2 ～ H16.4.1

日本脳炎 1 月 25 日～ 1 月 30 日
1 期　H22.4.2 ～ H24.4.1

2 期　H18.4.2 ～ H19.4.1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

　3（日） 中種子町成人式 10:00 ～【中央公民館】

　6（水） 消防出初め式 9:00 ～【町内】

9（土） チャレンジキッズ「凧あげをしよう」

10（日）
第 46 回中種子町武道大会 9:00 ～

【各スポーツ施設】

包括支援センター　介護予防事業
中央体育館は午前 9:30~ ／集落は午前 9:30 ～と午後 13:30~

日
いきいき健康体操教室

午前 午後

6（水） 中央体育館 －

8（金） － 田島

13（水） 中央体育館 －

15（金） 二十番 －

20（水） 中央体育館 －

22（金） － 田島

27（水） 中央体育館 －

いきいき運動教室　毎週火曜日
いきいき元気教室　毎週金曜日　1 日は休止
両教室とも　9:00 ～ 11:30　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。

各科 診察日

眼 科 4（月）、5（火）、18（月）、19（火）

耳鼻咽
喉 科

7（木）、21（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（日） 田上病院 ㉒ 0960

10（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

17（日） 松﨑医院 ㉓ 2455

24（日） 田上診療所 ㉗ 0325

31（日） 中目医院 ㉓ 0350

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

8（金） 赤ちゃん教室（3 カ月～ 1 歳未満） ボールあそび

15（金） 幼児学級（1 ～ 4 歳児） 正月あそび

19（火） 赤ちゃん教室（3 カ月～ 1 歳未満） 運動あそび

22（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児） 節分制作

29（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児） 節分制作

おひさまる～む開放日
（毎週月曜日　10:00 ～ 12:00）

中央保育所園庭開放日
（毎月第 2/ 第 4 月曜日　10:00 ～ 12:00）

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
  7:00   7:50
10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
  9:20 10:10
11:50 12:40
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 3 月 11 日

鹿児島→種子島
  7:30   9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
  7:00 8:35

  8:00 9:35
9:20 宮之浦 12:35
11:10 12:45
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

※安房着 ※安房発

※

※

※

（月・金・土のみ運航）

（木・金・日のみ運航）

島の四季彩　セリ（セリ科）
【漢字表記】芹 

【分布】日本全土、東アジア～東南アジア

【生育地】田や水路などの水位の浅い湿地

　正月７日の七草粥のセリ、ナズナ、

コギョウ ( コオニタビラコ )、ハコベラ

( ハコベ )、ホトケノザ、スズナ ( カブ )、

スズシロ ( ダイコン ) と登場する野草

として、広く知られています。

野菜として出荷するため、水田のよう

に水を張り、栽培している地域もあり

ます。水の深い場所で生育している場

合は茎が長くなりますが、水のない田

などの個体は地面にへばりついた形態

をしています。和名は、その群生する

様が、「競り合っているように見えるこ

と」に由来すると言われています。全

体に独特の香りがあり、節から新芽を

出して殖える多年草です。夏、茎頂に

白い小さな花が群れて咲きます。食用

となる他、陰干ししたものをお風呂に

入れることもあり、体を温め肩こりや

神経痛に効果があると言われています。

【写真・資料提供】

香月茂樹さん（元薬草試験場長）

第 2 9 回 た ね が し ま ロ ケ ッ ト マ ラ ソ ン 大 会 　 出 場 者 募 集 中
■ 日 　 　 時 　 平 成 2 8 年 3 月 2 0 日（ 日 ）
　 　 　 　 　 　 雨 天 決 行 ※ 荒 天 の 場 合 は 中 止
■ 受 付 期 間 　 平 成 2 8 年 1 月 2 9 日 ま で
■ 種 　 　 目 　フ ル マ ラ ソ ン・ハ ー フ マ ラ ソ ン・1 0 ㎞・3 ㎞・2 ㎞ フ ァ ミ リ ー
◎ お 問 い 合 わ せ 先 　
　 た ね が し ま ロ ケ ッ ト マ ラ ソ ン 大 会 事 務 局㉖ 6 0 6 5
　 ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / r o c k e m a r a . j p


